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し
し )

0 与 式 = 一 6 t 2

= 一～

② 与 式 = 4a 9 b a t 3 b
= 3 a 一 6bmm

③ 与 式 = ③) 2 ×* いしいー

= 1 2 一 4☆ な

= 13 一 4B
～～

(2 )

① 縦の 長 さが 横 の 長 さの 2 倍 より 3 cm 長 い
。

横 の 長 さを x cm とすると

縦 の 長 さ = x × 2 ± 3

= 2 xt 3
mm

よって 長方 形 の 面積 は

x × ( 2 x ± 3 ) = x ( 2 x t 3 )
～～

② ① より

x ( 2 xt 3 ) = 7

展 開 して 整理 すると

2x
2
± 3 x 17 = 0

2x t 3xては 因数分解 できないので 解 の

公式 を 用 いると



x =
3 ± √32 4 × 2 ×入

ー

2 x 2

:
3 ± 865年

参上
ax tbxt c = O (ato )

ここで , 82 cc 9 より
8 cr5 c 9
～

の解 の公式

はで屯
なので ,65 = 8

.

ツ

。

よって
一 3 一 65 = 一 3 .8
ー

分子 = 11 . ッ
. 人 O

一 3 t 65= 3 = "～

分子
= 5

.

. . つ 0

横 の 長 さは 正 なので 求 める 横 の 長 さは

x =

一 3葉 cm

へ

( 3 )

① 中 央値 : デ ー タを 小さい順 に 並べたときの

中央 の 値

デー タを 小 さい 順 に並べると
3

,

7
,

7,
9 1 1

,
12

,
14

,

16

七中央
デ ー タの 数 は 偶数個 なので

中央値= 9

芝= 巻= 10 回 ～
～



②
3 7 9 13

16

↑ i じ で ↑
最大値

最小値 第 3四分位数
第 2四分位数

第 1 四分位数
9 回目 の 練習 をしたとき

,
第 2 四分位数 が 10 回一
～

9 回 に 変化 している 。

= 中央値

デ ー タの 数 は 9 個 なので 中 央値 は 5番目 の 数 となる

前 半 の 4 個 のデ ー タは 3
,

6
,

7
, 7 なので

,

a 79

では 中 央値 が 9 を 超 える
。

よって a は 9 以下 である～m～
また 。 最 小値 が 3 なので a は 3以上 } 3 ≡ a
～

箱ひげ 国 より
第

1 四 分位数は7 回
0 3 { Q ≡ 6 のとき

3
,

7

, 7
,

9
,

1
, 12 , 14 .i ル

～

0
←
中唯

。

ヒ 3
,

4
,
5
,

6 の " ずれか

第 1 四 分位数 は
σ芝 で O に 3

,
4 , 5 6 のずれを

入 れても 「 7 回 にならないので 不 一致



・ a = 7 の とき
.ee 中央値

3
, II 7 、 ⑨ 11.12.14.16

第 1 四 分 位数は 7 な ので
、
適する

。

• a = 8 の とき
en 中央値

3、 8、⑨ 11.12.14.16

第 1 四 分 位数は 7 な ので
、
適する

。

• a = 9 の とき
en 中央値

3、 9
,
⑨ 11.12.14.16

第 1 四 分 位数は 7 な ので
、
適する

。

よって
、
A = 7.8.9
2mn

墍
AI 1 0 の とき

、

3、 7.7.9 ,
○

,
11.12.14.16

[ 中央 値 が 9 より 大きく なる

⇒ 箱 ひ げ 図 と 不一致



( 4 )

素数 : 約数 が 1 とその 数自身 のみの数

ただし 1 を 除 く
～

20 以 下 の 素数 は
2

,

3
.

5
,

7
,

1
,

13
,

17
,

19

なので 8 個
m

② a
,
b はさに 3 の 出 る 目 なので 最 大値 は 6

よって 2 a tb の 最 大値 は

2 a tb = 2 × 6≈ = 12 ± 6 = 18

最大値
18 以下 の 素数 は 2

,

3
5

,
7
, 1 , 13 . 17

一方 G
,
b の 最 小値 は 1 なので 2a t b の最小便

は

2 a tb = 2 × 1 1 = 3
～

～

最小値
よって 2 a tb がとりうる 範囲 は 3

5

,
7 ,

1

, 1317
2 a tb = 3 のとき。
a = 1

,
b = 1 の 1通り
m

① 2a tb = 5 のとき

a = 1
,
b = 3

.

a = 2
,

b = 1 の 2通 り
m

⑤ 2 a tb = 7 のとき



a = 1
,
b = 5

,

a = 2
,
b = 3

.

a = 3
,

b = 1

の 3通 り
m

⑦ 2 a tb = 1 のとき

a = 3
,
b = 5

,
a = 4

,

b = 3
.
a = 5 b = 1

の 3 通り
～～

④ 2a tb = 13 のとき

a = 4
,
b = 5 a 5

.

b = 3
.

a = 6
.
b = 1

の 3 通り
m

① 2 a tb = 17 のとき

a = 6
,
b = 5 の 1 通 り
m

よって 2 atb が 素数 となるのは
1 け 2 t 3 × 3 t 3 1 = 13 通 り

m

さいころの 目 の 出方 は 全部 で 6 × 6 = 36 通りなので
～

求 める 確率 は

3

3と

(5 )

{
一 ax t 3 y = 2

2 bx t ay = 1

に x = 1
, y = 1 を 代入 すると



ーa 3凸の2 b 一 a =ー
1

① より

ー a = 3 t 2

a == 5
mm

a = 5 を ② に 代入 して

2 b ± 5 = 1

2 b = 一 6

b二3

( 6 )

V = ☆ Sh@ の 両辺 × 3 で

3 √ = Sh

② 両辺 ÷ S で
h = つ
～

)
sU = h

0

4

4



正方形 ABCD の 面積 = 対角線 × 対角線÷∞
人

= 8 cm
～

～

① より h = 3
号 なので

= 4

)
h = 3 × V Y $ 正方形 はひ L形 の 一種 。

ひし 形 の 面積 は
= 3 ×③2 × $ 対角線 × 対角線 ÷ 2

なので 正方形 の 面積 も

= 4 cm 同様 に 求 めることができる
mm

参な
ー

= ax 《 ×±= a
2

ー
aー

正方形 は が 2 つあるので設
4
a
^

x 2 = @
2

a は 対角線 の 長 さなので

正方形 の 面積 = 対角線 × 対角線 ÷ 2



( 7 )

mmmrommnm
mmmん

① AC の 垂直 =等分線
0 @

t
べ

「
0

←
AC の 中点 ②

0 7 ↓
点 P は

0

犬

P ③ この直線上に

① ある

×③

③ ② の 直線 と A からの 垂 線 の 交 点 が 点 P

2

い )
点 B ( 5 , 15 ) は Y = Qx の

グラフ 上 にあるので
,

x = 5
,

Y = 15 を 代入 すると
ー 15 = a × 52

05
15 = 25 a

a = = 2515
15 ( 5 , 15 ) 急



( 2 ) まず 点 C の 座標 を 求 める
。

⇒ 点 A と Y座標 が 同 じ

⇒ 点 A は Y = ☆ x のグラフ上 にあり x = 5

なのでは 座標 が 求 まる

点 A は Y = ⑤ x のグラフ 上 にあり □ = 5 なので

y = 5 , 52

=ゑ

点 A と 点 C の Y座標 は 等 しので
点
C の ～
～

Y 座標 も 5
,

～

また 点 A と 点 C は Y 軸につい
対称 なので

,
点 C の x座標 は

一 ー

凸
(. 5 ,5 ) (5

.

5 )

一5
0

5
よて 点 C の 座標 は ( . 5

,

5 )

BC を 通 る 直線 の 式 を

y = a x t b とする
。 点 B 点 C

。 ( 5, 15 )
の 座標 を 代入 して

ー 15 = 5 a t b ー ①

{ ー②=ab



① 一 ② より

一 20 = 1 Oa ⇒ a == 2
mm

a = 一 2 を ② に代 入 して

5 = = 5 × ( 2 ) tb
5 = 10 th ⇒ b = 5

～

よって 求 める 直線 の 式 は y = 2 x 5 ～
～

(別解 )

左 の 国 より 変化 の 割合 は

xの 増加量 →

Y
の

増加量 =☆
=ュ ー:

(. 5 ,5)
へ (5

,

5 )

B → C に 左側 に
0

ー 5 05 い
。 てるので二

20

1次関数 では 傾 きと 変化 の

く 。 [ 5, 15 )
と

割合 は 等 しので
,

a = 2
～

求 める 直線 は Y = = 2x t b で 点 B [ 5 , 15 ) を

通 るので
一 15 = = 2 × 5 t b
一 15 = 10 「 b ⇒ b == 5

～～

よって 求 める 直線 の 式 は Y ==2 x 5
～



( 3 ) 難問
AE と CB の 交点 を P

とする 。

OABC と σ においEBC

ロ ABCD ≡ ロ CEBF より

AC = E C ー①

い AB = EB ー ②
い

0

p 共通 な 辺 は 等 しので
CB = CB 一 ③

三 ー

①
,
②

,
③ より 3組 の辺 が

, それぞれ等 しいので
OABC ≡ LEBC

対応 する 角 は 等 しいので

LACB = ∠ E CB ー ④

① より O CEA は = 等辺 三角形 で
,
④ より C B は

L ECA を = 等分 するので
CPE = LCPA = 90

"

,
"

て

したがって 直線 B C と 直線 EA は 垂直 となる
。

⇒ 直線 B C の 傾 き × 直線 EA の 傾 き ⇒
～

( 2 ) より 直線 BC の 傾 きは 一 2 なので
一 2 × 直線 EA の 傾 き = 一

1

直線 EA の 傾 きュ ～
～



次 に
,
直線 CD と x軸

との 交点 を Q とする
。

CA = 10 , CQ = 5 より
( 5 , 5

)
QA の 傾 きは

1
ーーパルー

。g
x の増加量
Y

の 増加量 =
5点

0 よ て

00
H
00 @

0

p「 Q これは EA の 傾 きと
三 一致 するので 点 Q は

～

EA 上 にある
m
～

国 のように
,
AC の延長
mm～

線 と 点 E を 通 り 麺
な 交点 を GGE と
～

～

x軸 との 交点 を H とする 。 また
。
HE の長 さを x と

すると E Q の 傾 きは 土 なので

↓ Y の 増加量
E =±
O

より
HQ

←
= 土 ⇒ HQ = 2xHQ杯

x の 増加量

G C = HQ より CG = 2x



DGEC で 三平 方 の 定
理 より

( 02 = ( 2 x )
2
( xt 5 ) :

式 を 整理 すると
ー
*」質
2x

4xtxt / 0x t 25 = 100
)。

0
LH

0 5x 1 Ox一 75 = 0@ノ Q

三
x±

2

x 一15 = 0

(x 一 3 )(xt 5 ) = 0

x = 3
.

一 5

x 7 0 より x = 3
～

ー
6 * (5 , 5 )

よって
,
点 E は 点 C

ー

戾 から 左 に 6
,
下 に 8

の 点 となる
。

点 C ( 5
,

5 ) より

点 E の 座標は (い 3 )
～



ロ CEBF の 対角線 の

交点 を R とする

長方 形 の 性質 より

点 R は 対角線 の 中点
である 。

直線 BC の 式 は (2 ) より
ィ

Y = = 2 x 5 なので
11

⑩

R い 切今 である 点 R の 座標
ィ は ( 0 ,

一 5 )

よって 直線 ER の 式 は

Y = a x 一 5 に

点 E ( 一 1 い 3 ) を 代入 して

一 3 = 11 a 一 5

11 a = = 2 ⇒ a旦
よって 直線 ER の 式 は Y = = Rx .

5

点 F はE R 上 にあるので , 直線 EF の 式 は

y= Rx 5mmm



3

し )

X

こ

八
Q

0

に

二

X

ーのー,

長 さが 等 しい ⇒ 三角 形 の 合同 を 利用 する
。

AI = DH を 示 したいので AI と D H を 含 む

三角 形 の 合 同 を 示 せれば 良 い
。

したがって , 0AEI と O DEH が 合同であること
～ ～

を証明 する～a )の ( b )② (C )

(2 ) OAE I と O DE H においてて

仮定 (線分 AD の 中点 を E ) より
A E = D E 一 ①

対頂角 は 等 しので
LAEI = ∠ DEH ー ②

AI // DH より 錯角 が 等 しので
L IAE = ∠ HDE 一 ③

①
,
②
,
③ より 1 組 の辺 とその 両端 の 角 がそれぞれ

等 しいので OAE I ≡ 0 DEH



対応 する 辺 の 長 さは 等 しので , AI = DH

0 A (証明終わり )

( 3 ) 難問 F

*( ^* "
E

のH

r.
a～ー*。ー

OAEI と OAD C において
,
EI1 / D C ょり 同位角が

等 しので
LAEI = LAD C ー ①

LAIE = ∠ ACD ー ②

①② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しので
OAEI ∞ OADC

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

A E : E D = EI : DC
ーー

1 2

X E は AD の 中点 なので
,

AE =ED

よって
,

EI = ① とすると D C = ②

問 題文 から
,

BD : D C = 3 1 なので
可

～

B D = 3 × ② = ⑥



》 0

A 平行線 の 比
F A

二

*ε
*の

人*
工. 感④

》∞ーーーー
O AGI と O ABC において ,GI / B Cより 同位角
が 等 しいので

LAG I = L ABC ー ③

LAI G = LACB ー ④

③ . ④ より 2 組 の 角 がそれぞれ 等 しので

OAGI ∞ □ ABC

平行線 の 比 から

AG : GB = A E : ED = 川
～

÷ EAD の 中点 なので AE=ED
対応 する 辺 の 比 は等 しいので

AG : A B = GI : B～
～ ≈1 ⑧

よって

GI = ④ ⑤ 2 GI = ⑧ ⇒ GI = ④



。 A

F

G ー ②
ー

0

H E
工

～
の
皿一の.

ー
*

c

ー②ー∞ー
～

⑧
ー

( 2 ) より OA E I ≡ ∞ D E H なので 対応 する 辺 の 長 さ

は 等 しいので , E I = E
H

.

E I = ① より

E H = ①

GH = ④ 一 ② = ②
O A E I と □ BDH G の 高 さは 等 しいので 面積比
は 底 辺 の 比 となる

。

OA E I の 底 辺 = E I = ①

ロ BD HG の 底辺 = 上 底 十 下底
= GH T BD

= ② t ⑥
= ⑧

よって 面積 比 は

∠ A E I : ロ BDHG = 1 : 8
mm



参比 で 考 えるのが 難 しい場合 は 文字 で 考 え
一

。 A E I = x とする
。

～

F y
O AEI とロ BDHG

⑩.
の 高 さを Y とする
～G

" E
ー飛一や学
^ s←～
入

6 x

*

c～
2x
//

OA E I = x × Y × 五 = 五 xy

D B DHG =

( 2 x t 6 x)
発 = 4 xy

よって

OA E I : B BDH G =

五xy : 4 xy )

? × 2

= x y : 8 xY

) ÷ xy
= 1 : 8
～



4

( )

(a ) CD = 90 cm
,
点 Q の 速 さが 秒速 9 cm なので

点 Q が D を 出 発 してから C にはじめて 到着
するのは

90 ÷ 9 = 10 秒
丘 )

( b )

AB : CD = 2 : 3

一

より

Ap : CR
ー =

2 : 31

秒後 を考えるとや
秒速

AB = 60 cm
,

cD = 90 cm より AP
～

= 4 m なので

AB : CD = 60 : 90
4 : CR= 2 : = 3

⇒ (R = 6 cm
= 2 : 3

したがって , 同 じ時間
で
点 R は 点 P の ② 倍 動 く

ことになる 。
点 P の 速 さは 秒速 4 cm なので

点 R の 速 さは

4 × ② =点 ( 秒速 6 cm )

(イ )



川
ーー

OE x ≡ 30 なので , グラフはこの範囲 で書 く

Y は CQ の 長 さ

O 秒 のとき 点 Q は D

上 にいるので
,

CQa = CD = 90 cm

点 Q は 10 秒 で 点 C に 到着 しこのときの CQ は Ocm



( 3 )

9 cm

秒速θ品 。

.

唯感秒速
6 cm 0

↑

～

↳ Q と R が 重 なるとき

点 Q は 秒速 9 cm 点 R は 秒速 6 cm で 動 く
。

Q
D

0

→

0 。

←
R

aC
ー

90 cm～

θ と R は 1 秒 あたり 15 cm 近づくので
90 ÷ 15 = 6 秒後～
～

(別解 )

重 なる 時 間 を 七 秒後 とすると
9 t t 6 t = 9
～ ～

Q が進む R が 進 む

キョリ キョリ

15 t = 90

t = 6 秒後
m ～～



( 4 ) 難問
点 P が A に 点 Q が D にはじめて 同時 に

～

到着 した 時間 を考 える
一

点 P が A → B → A C 動 しのに 30 秒
ー
ー

15秒 15秒

点 Q が D → C → D と 動 くのに 20秒
ー

10秒 10秒

よってはじめて 同 時 に 到 着 するのは 30 と 20 の

最 小 公 倍数 の 60 秒 ⑤
mm

点 θ は 片道 10秒 点 R は 片道 秒 で進 む15

ので ( 2 ) と 同様 のグラフを 書 き 交 わる 点 が
Q と R が 重 なるときとなる ⇒ 0

,
P

.
Q が 一直線

ー : 点 Q
ー : 点 R

@ 。 交 わる 点

よって , 交 わる 点 が

5 個 あるのでMM 0
,
P

.

Q が 一直線
となるのは 5 回
～



(5 ) 難問
14 4 秒 後 に 点 P

,

Q がどの 位置 にいるか

考 える
。

( 4 ) 人⑤ より
,
60秒 ごとに最 初 の 状態 に 戻 る
～

↳ 点 P が A
.
点 θ が

D にいる 状態
したがって 120 秒後 も 最初 の 状態 である

。

よっ 。
て
144 120 = 24秒後 の 点 P

,
点 Q の 位置を

考える
。

の⑧*図入。 10秒②

000

D A c

点 P は 片道 15 秒 なので 24 秒後 は 点 B から

9秒後 のところにいる
。

点 は 片道 秒 なので 24 秒後 は 点かっ

秒後 のと : ろに " 3±

点 P点 θ は 各 2 の 今 道 の 時間 で 180進む

ので
LQ 0 D = 1800 → 14 = 7 ぴ

～



LPO D = 180
^

× 155 =108
～

Q

00000

P
000のの1080

0∞ 態B

(プ
0 0
ー

D A c

よっ え poQ = 108 ^ 7

= 36～


